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詩
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歷

史
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「

類

歷

史

化
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鄭

風
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め
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歷

史
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史
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す
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詩
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歷

史
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に
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詩

篇
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と
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、
「

類

歷

史

化

」―
―

陳

古

刺

今

と

亂

世
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鄭

國

を

詠

う

詩
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一
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莊
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に
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す

る

詩
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、

昭

公

に
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る

詩

篇 

三―

三

、

厲

公

に
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る

詩
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四

、
「

類

歷

史

化

」

に

關

す

る

詩

篇

の

ま

と

め 

四

、

お

わ

り

に 

 

第

三

章 

鄭

風

子

衿

篇

解

釋

史

考―
―

漢

代

か

ら

淸

代

を

中

心
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狀
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檢
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七

、

お

わ

り

に 

 
第

四

章 

鄭

風

溱

洧

篇

解

釋

史

考―
―

漢

唐

詩

經

學

か

ら

朱

熹

の

淫

詩

說

ま

で

を

中

心

に―
―

 
 

一

、

は

じ

め

に 

二

、

漢

唐

代

詩

經

學

の

溱

洧

篇

解

釋 

三

、

溱

洧

篇

の

構

造

的

把

握 
 
 

四

、

爲

政

者

に

對

す

る
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五
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國
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俗

と

詩

篇

內

容
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別
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六

、

韓

詩

說

へ

の
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目  
 

七

、

淫

奔

者

自

身

の

こ

と

ば

と

み

な

す

解

釋 
 
 

八

、

お

わ

り

に 

 

第

五

章 

補

足

：
『

毛

詩

注

疏

』

卷

第

四

・

四

之

二 

鄭

風

・

緇

衣

篇

譯

注

稿 

 

全

體

の

む

す

び

に

か

え

て  
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本

硏

究

は

、
歷

代

の
『

詩

經

』
解

釋

が

時

代

や

解

釋

者

ご

と

に

ど

の

よ

う

な

特

徵

を

有

し

、
い

か

に

變

遷

し

て

い

っ

た

の

か

に

つ

い

て

、

鄭

風

諸

篇

に

限

定

し

て

考

察

を

試

み

た

も

の

で

あ

る

。 
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詳

し

く

は

第

一

章

で

言

及

し

て

い

る

が

、
歷

代

詩

經

學

の

展

開

に

お

い

て

、
特

に

、
漢

唐

詩

經

學

と

宋

代

詩

經

學

の

違

い

は

、
そ

れ

ぞ

れ
「

歷

史

化

」
と
「

文

學

化

」
と

い

う

特

徵

か

ら

捉

え

る

の

が

通

說

と

な

っ

て

い

る

。
宋

代

詩

經

學

の

文

學

化

は

、
小

序

の

信

賴

性

へ

の

疑

義

、
言

い

換

え

れ

ば

、
漢

唐

詩

經

學

の

歷

史

化

に

對

す

る

批

判

的

檢

討

の

過

程

で

生

み

出

さ

れ

た

側

面

が

あ

り

、
こ

う

し

た

文

學

化

を

特

に

推

し

進

め

た

の

が

南

宋

の

朱

熹
（

一

一

三

〇―

一

二

〇

〇

）

だ

と

い

わ

れ

る

。
朱

熹

は

、
小

序

に

基

づ

い

て

展

開

さ

れ

た

古

注

を

、
詩

篇

を

强

引

に

歷

史

故

事

に

關

連

付

け

て

解

釋

し

た

附

會

の

說

だ

と

批

判

し

、
周

南
・
召

南

を

除

く

十

三

國

風

の

諸

篇

に
「

里

巷

歌

謠

」
と

し

て

の

性

格

が

備

わ

っ

て

い

る

こ

と

を

指

摘

す

る

。

さ

ら

に

、
『

論

語

』

の

「

鄭

聲

淫

」

說

に

基

づ

い

て

、

鄭

風

諸

篇

を

中

心

と

し

て

淫

詩

說

を

展

開

す

る

。
先

行

硏

究

は

、
こ

う

し

た

朱

熹

の
『

詩

』
解

釋

態

度

を

も

っ

て

、
漢

唐

詩

經

學

の

經

學

と

し

て

解

釋

か

ら

、

詩

篇

の

抒

情

性

に

着

目

し

た

文

學

化

へ

の

轉

換

期

を

見

出

そ

う

と

す

る

。 

本

硏

究

が

鄭

風

諸

篇

に

着

目

し

て

檢

討

を

試

み

た

理

由

は

、
宋

代

以

降

、
と

り

わ

け

批

判

的

に

多

樣

な

解

釋

の

可

能

性

が

追

究

さ

れ

て

き

た

鄭

風

諸

篇

に

對

し

て

、
漢

代

以

來

の
『

詩

經

』
解

釋

の

基

本

と

な

る

古

注

に

は

、
ど

の

よ

う

な

特

徵

と

問

題

と

が

內

包

さ

れ

て

い

る

の

か

、
そ

し

て

、
そ

の

特

徵

や

問

題

を

宋

代

以

降

の
『

詩

經

』
硏

究

が

い

か

に

超

克

し

よ

う

と

し

た

の

か

、

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

で

あ

る

。

本

硏

究

は

、
『

詩

經

』

全

體

に

對

す

る

槪

括

的

な

檢

討

で

は

な

く

、
歷

代

の

解

釋

の

變

遷

に

影

響

を

與

え

た

で

あ

ろ

う

鄭

風

諸

篇

の

個

別

の

事

例

に

卽

し

て

、
よ

り

具

體

的

な

解

釋

の

變

遷

の

實

態

を

見

出

す

と

い

う

點

で

、
『

詩

經

』

解

釋

史

硏

究

に

お

け

る

意

義

を

も

つ

と

考

え

る

。 

各

章

の

槪

要

に

つ

い

て

は

、

以

下

の

通

り

で

あ

る

。 

  

第

一

章 

漢

唐

詩

経

学

に

お

け

る

「

歴

史

化

」―
―

鄭

風

諸

篇

を

中

心

に―
―

 

 

南

宋

の

朱

熹

が

淫

詩

說

を

と

り

わ

け

展

開

し

て

い

っ

た

鄭

風

諸

篇

は

、
歷

代

解

釋

の

分

岐

が

多

く

、
多

樣

な

解

釋

の

可

能

性

が

追

究

さ

れ

て

き

た

詩

篇

群

で

あ

る

。
そ

の

た

め

、
漢

唐

詩

經

學

の

歷

史

化

か

ら

宋

代

詩

經

學

の

文

學

化

へ

の
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展

開

に

お

い

て

、

鄭

風

諸

篇

は

そ

の

中

心

的

論

點

と

な

る

詩

篇

群

だ

と

考

え

ら

れ

る

。 

そ

こ

で

、
宋

代

詩

經

學

の

文

學

化

が

展

開

し

て

い

く

前

段

階

の

、
漢

唐

詩

經

學

の

歷

史

化

の

實

態

を

明

ら

か

に

し

、

そ

の

特

徵

と

問

題

點

に

つ

い

て

考

察

す

る

た

め

、
小

序

の

具

體

性

と

、
小

序

と

詩

篇

內

容

の

解

釋

の

整

合

性

と

に

着

目

し

、

鄭

風

諸

篇

に

お

け

る

「

歷

史

化

」
（

小

序

が

具

體

的

な

歷

史

故

事

や

人

物

名

に

言

及

し

、

そ

れ

に

依

據

し

て

詩

篇

內

容

が

解

釋

さ

れ

る

詩

篇

）

に

つ

い

て

の

檢

討

を

行

な

っ

た

。 

第

一

章

の

結

論

と

し

て

、「

歷

史

化

」
に

分

類

し

た

六

篇

に

つ

い

て

は

、
一

つ

に

、
小

序

を

は

じ

め

と

し

て

、
毛

傳

、

鄭

箋

、
『

正

義

』

と

展

開

す

る

に

つ

れ

て

、

次

第

に

具

體

的

な

歷

史

故

事

に

重

ね

合

わ

せ

ら

れ

た

解

釋

が

提

示

さ

れ

る

傾

向

を

有

し

て

い

る

こ

と

、

二

つ

に

、
『

左

傳

』

に

は

語

ら

れ

な

い

物

語

を

詠

う

詩

篇

と

し

て

解

釋

さ

れ

る

場

合

（

②

將

仲

子

篇

、
③

叔

于

田

篇

、
④

大

叔

于

田

篇

）
や

、
小

序

や

歷

史

故

事

と

詩

篇

內

容

と

の

閒

に

齟

齬

が

あ

る

た

め

に

、

詩

篇

の

背

景

に

『

左

傳

』

の

故

事

と

は

異

な

る

物

語

を

加

え

て

解

さ

れ

る

場

合

（

⑤

淸

人

篇

、

⑫

狡

童

篇

）
、

詩

篇

內

容

を

虛

構

で

あ

る

と

意

識

的

に

捉

え

て

解

さ

れ

る

場

合
（

⑨

有

女

同

車

篇

）
と

い

っ

た

三

つ

の

パ

タ

ー

ン

が

あ

る

こ

と

を

論

じ

た

。 

  

第

二

章 

漢

唐

詩

経

学

に

お

け

る

「

準

歴

史

化

」
「

類

歴

史

化

」―
―

鄭

風

諸

篇

を

中

心

に―
―

 

 

第

一

章

に

引

き

續

き

、

漢

唐

詩

經

學

の

歷

史

化

の

特

徵

に

關

す

る

問

題

と

し

て

、

鄭

風

諸

篇

を

「

準

歷

史

化

」
（

小

序

が

人

物

名

に

言

及

す

る

も

の

の

、
詩

篇

內

容

と

具

體

的

な

歷

史

故

事

と

の

關

連

が

明

ら

か

で

な

い

詩

篇

）
、「

類

歷

史

化

」
（

小

序

は

歷

史

故

事

や

人

名

に

つ

い

て

明

言

し

な

い

も

の

の

、

歷

史

的

背

景

を

想

定

し

た

詩

篇

解

釋

が

な

さ

れ

て

い

る

詩

篇

）

の

二

つ

の

分

類

に

つ

い

て

檢

討

を

行

な

っ

た

。 

結

論

と

し

て

、
「

準

歷

史

化

」

に

分

類

し

た

諸

篇

に

お

い

て

は

、

歷

史

上

の

人

物

と

詩

篇

內

容

と

の

關

連

が

指

摘

さ

れ

る

一

方

で

、
具

體

的

な

歷

史

故

事

に

つ

い

て

は

明

確

な

言

及

を

す

る

こ

と

が

避

け

ら

れ

て

い

た

り

、
史

書

に

は

記

載
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さ

れ

な

い

物

語

が

創

造

さ

れ

て

い

た

り

し

て

お

り

、
小

序

と

詩

篇

內

容

と

を

繋

ぐ

根

據

が
「

歷

史

化

」
の

詩

篇

に

比

べ

て

曖

昧

な

も

の

に

な

っ

て

い

る

こ

と

を

論

じ

た

。
ま

た

、
「

類

歷

史

化

」
に

分

類

し

た

諸

篇

に

お

い

て

は

、
『

詩

譜

』
に

よ

っ

て

詩

篇

創

作

の

背

景

や

時

代

が

想

定

さ

れ

る

も

の

の

、
そ

の

具

體

的

な

歷

史

故

事

に

は

言

及

さ

れ

ず

、
あ

た

か

も

そ

う

し

た

出

來

事

が

あ

っ

た

か

の

よ

う

に

語

ら

れ

て

い

る

狀

況

を

論

じ

た

。 

從

來

指

摘

さ

れ

て

き

た

漢

唐

詩

經

學

の

歷

史

化

と

は

、

小

序

と

史

書

（

と

り

わ

け

『

左

傳

』
）

に

み

え

る

歷

史

故

事

と

の

符

合

性

に

注

目

す

る

も

の

で

あ

っ

た

。
し

か

し

な

が

ら

、
詩

篇

自

體

が

史

書

に

記

さ

れ

な

い

歷

史

性

を

背

景

に

含

ん

だ

史

料

と

し

て

捉

え

ら

れ

、

諷

刺

や

敎

訓

と

い

っ

た

漢

唐

詩

經

學

に

お

け

る

經

學

的

な

解

釋

の

志

向

性

を

も

含

み

つ

つ

、

小

序

、

毛

傳

、

鄭

箋

、
『

正

義

』

が

そ

れ

ぞ

れ

に

「

文

學

的

な

感

性

」

を

も

っ

て

紡

ぎ

出

そ

う

と

し

た

物

語

創

造

の

營

み

と

し

て

の

側

面

を

も

有

し

て

い

た

こ

と

を

、
示

唆

し

て

い

よ

う

。
だ

と

す

れ

ば

、
漢

唐

詩

經

學

と

宋

代

詩

經

學

の

違

い

を

、
そ

れ

ぞ

れ
「

歷

史

化

」
と
「

文

學

化

」
と

捉

え

る

の

で

は

な

く

、
ひ

と

ま

ず

は

、
本

稿

が

檢

討

し

て

き

た

鄭

風

諸

篇

に

限

定

し

て

漢

唐

詩

經

學

の

特

徵

を

考

え

る

な

ら

ば

、「

歷

史

化

」
を

伴

う
「

文

學

化

」
、
と

捉

え

た

う

え

で

、
宋

代

詩

經

學

の

變

遷

を

個

々

の

詩

篇

解

釋

の

狀

況

を

檢

討

す

る

こ

と

を

通

し

て

、
見

直

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

。 

あ

わ

せ

て

、
漢

唐

詩

經

學

の

問

題

は

、
朱

熹

ら

に

よ

る

宋

代

詩

經

學

に

お

け

る

批

判

の

矛

先

と

な

り

得

る

も

の

で

あ

る

が

、
特

に
「

類

歷

史

化

」
で

取

り

上

げ

た

詩

篇

で

は

、
朱

熹

の

淫

詩

說

に

も

連

な

る

よ

う

な

、
男

女

の

情

事

が

詠

わ

れ

て

い

る

と

解

さ

れ

る

場

合

も

散

見

さ

れ

た

。
朱

熹

の

解

釋

に

對

し

て
「

抒

情

性

」
を

見

出

そ

う

と

す

る

觀

點

の

一

つ

に

、
先

行

硏

究

が

淫

詩

說

を

指

摘

し

て

い

る

が

、
だ

と

す

れ

ば

、
す

で

に

漢

代

に

お

い

て

も

、
詩

篇

の

主

題

で

は

な

く

、

詩

篇

自

體

の

解

釋

に

お

い

て
「

抒

情

性

」
あ

る

解

釋

が

試

み

ら

れ

て

い

た

こ

と

に

な

る

。
こ

の

點

も

ま

た

、
先

行

硏

究

の

把

握

に

對

す

る

再

檢

討

を

要

す

る

問

題

で

あ

る

。 

  

第

三

章 

鄭

風

子

衿

篇

解

釈

史

考―
―

漢

代

か

ら

清

代

を

中

心

に―
―
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第

三

章

で

は

、
鄭

風
・
子

衿

篇

に

關

す

る

、
漢

代

か

ら

淸

代

ま

で

の

代

表

的

な

注

釋

を

取

り

上

げ

て

、
各

注

釋

の

特

徵

と

注

釋

閒

の

影

響

關

係

と

に

つ

い

て

、
時

代

ご

と

に

整

理

檢

討

を

行

な

っ

た

。
詩

篇

を

限

定

し

て

通

史

的

に

詩

篇

解

釋

の

變

遷

を

辿

る

こ

と

で

、

一

篇

の

詩

篇

に

對

す

る

歷

代

解

釋

に

多

樣

な

バ

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

や

注

釋

同

士

の

連

關

性

が

あ

る

こ

と

、
或

い

は

、
各

注

釋

者

が

い

か

に

詩

篇

を

解

釋

し

た

の

か

と

い

う

恣

意

性

な

ど

に

つ

い

て

、
具

體

的

な

狀

況

を

う

か

が

い

知

る

こ

と

が

で

き

る

。

各

注

釋

が

『

詩

經

』

を

い

か

な

る

書

物

と

し

て

捉

え

、
『

詩

經

』

全

體

を

如

何

な

る

傾

向

で

解

釋

し

て

い

っ

た

の

か

、
と

い

う

槪

括

的

な

問

題

に

つ

い

て

は

、
先

行

硏

究

に

よ

っ

て

す

で

に

檢

討

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。
第

三

章

は

、
そ

う

し

た

先

行

硏

究

の

成

果

に

依

據

し

つ

つ

、
子

衿

篇

解

釋

の

實

態

を

檢

討

し

た

試

論

で

あ

る

。 

子

衿

篇

に

對

す

る

漢

・

唐

代

の

解

釋

は

、

小

序

の

「

學

校

の

廢

る

を

刺

る

」

が

、

毛

傳

、

鄭

箋

、
『

正

義

』

で

共

通

の

主

題

と

し

て

扱

わ

れ

つ

つ

、
子

衿

篇

本

文

の

解

釋

は

、
毛

傳

と

鄭

箋

と

で

異

な

っ

て

い

た

。
續

く

宋

代

は

大

き

く

三

つ

の

傾

向

か

ら

分

析

し

た

。
一

つ

目

の
「

三―

一

、
宋

代

の

小

序

に

據

る

解

釋―
―

毛

傳

か

ら

の

派

生

」
で

は

、
程

頤

（

一

〇

三

三―

一

一

〇

七

）
、
南

宋

の

嚴

粲
（

生

卒

年

不

詳

、
十

二

世

紀

）
、
戴

溪
（

生

卒

年

不

詳

、
十

二

世

紀

）
ら

の

解

釋

が

、
毛

傳

か

ら

の

派

生

と

し

て

位

置

付

け

ら

れ

る

こ

と

を

述

べ

た

。
二

つ

目

の
「

三―

二

、
宋

代

の

小

序

に

據

る

解

釋―
―

鄭

箋

か

ら

の

派

生

」
で

は

、
歐

陽

脩
（

一

〇

〇

七―

一

〇

七

二

）
、
蘇

轍
（

一

〇

三

九―

一

一

一

二

）
、
范

處

義
（

生

卒

年

不

詳

、
十

二

世

紀

）
ら

の

解

釋

が

、
鄭

箋

か

ら

の

派

生

と

し

て

位

置

付

け

ら

れ

る

こ

と

を

述

べ

た

。
三

つ

目

の
「

三―

三

、
宋

代

の

解

釋―
―

小

序

を

排

除

す

る

場

合

」
で

は

、
王

質
（

一

一

二

七―

一

一

八

八

）
と

朱

熹

の

解

釋

を

取

り

上

げ

、
と

も

に

小

序

を

排

除

す

る

立

場

だ

が

、
王

質

は

曹

操

の
「

短

歌

行

」
に

よ

っ

て

小

序

に

據

ら

ず

に

子

衿

篇

を

解

釋

し

、
一

方

、
朱

熹

は
「

鄭

聲

淫

」
と

い

う
『

論

語

』
の

評

價

を

子

衿

篇

に

適

用

し

て

い

る

こ

と

を

述

べ

た

。 

元

代

に

至

る

と

、
朱

熹

の
『

詩

集

傳

』
の

解

釋

を

そ

の

ま

ま

引

用

す

る

梁

寅
（

一

三

〇

三―

一

三

八

九

）
の
『

詩

演

義

』

や

劉

瑾

（

一

三

二

四―

一

三

七

〇

頃

）

の

『

詩

傳

通

釋

』
、

或

い

は

、

朱

熹

の

解

釋

に

は

觸

れ

ず

に

宋

代

の

解

釋

を

襲

う

の

み

の

胡

一

桂
（

生

卒

年

不

詳

、
十

四

世

紀

）
の
『

詩

集

傳

附

錄

纂

疏

』
や

李

公

凱
（

生

卒

年

不

詳

、
十

四

世

紀

）

の

『

直

音

傍

訓

毛

詩

句

解

』

が

あ

る

が

、

解

釋

の

展

開

は

見

ら

れ

な

か

っ

た

。 
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明

代

も

ま

た

元

代

と

同

じ

よ

う

な

狀

況

が

續

く

が

、
明

末

に

か

け

て

、
徐

々

に

小

序

や
『

朱

傳

』
に

對

す

る

批

判

や

檢

討

が

出

て

く

る

。
小

序

に

對

す

る

批

判

は

、
季

本
（

一

四

八

五―

一

五

六

三

）
の
『

詩

說

解

頤

』
や

朱

謀

㙔

（

生

卒

年

不

詳

、

十

六

世

紀

）

の

『

詩

故

』

に

み

え

、

他

方

、

小

序

に

據

り

つ

つ

、
『

朱

傳

』

を

批

判

す

る

解

釋

が

、

徐

光

啓

（

一

五

六

二―

一

六

三

三

）
の
『

毛

詩

六

帖

講

意

』
や

郝

敬
（

一

五

五

八―

一

六

三

九

）
の
『

毛

詩

原

解

』
に

み

え

る

。 

そ

し

て

、
淸

代

に

至

る

と

、
朱

熹

の

解

釋

に

對

す

る

批

判

が

朱

鶴

齡
（

一

六

〇

六―

一

六

八

三

）
の
『

詩

經

通

義

』

に

み

え

、
李

光

地
（

一

六

四

二―

一

七

一

八

）
の
『

詩

所

』
で

は

朱

熹

の

み

な

ず

、
小

序

に

よ

る

解

釋

に

も

は

批

判

的

に

な

っ

て

、
獨

自

の

解

釋

が

提

示

さ

れ

て

い

た

。
小

序

に

根

據

が

無

い

と

す

る

立

場

は

、
姚

際

恆
（

一

六

四

七―

一

七

一

五

）
の
『

詩

經

通

論

』
に

み

え

、
淸

末

の

方

玉

潤
（

一

八

一

一―

一

八

八

三

）
の

『

詩

經

原

始

』
に

も

受

け

繼

が

れ

て

い

く

。
他

方

で

、
毛

傳

と

鄭

箋

の

違

い

を

指

摘

す

る

議

論

も

多

く

、
毛

傳

に

據

る

解

釋

は

、
陳

啓

源
（

生

年

不

詳

、

卒

年

は

一

六

八

九

）
の
『

毛

詩

稽

古

編

』

や

馬

瑞

辰
（

一

七

八

一―

一

八

五

三

）
の
『

毛

詩

傳

箋

通

釋

』

に

み

え

、
鄭

箋

に

據

る

解

釋

は

、
胡

承

珙
（

一

七

七

六―

一

八

三

二

）
の
『

毛

詩

後

箋

』
や

嚴

虞

惇
（

一

六

五

〇―

一

七

一

三

）
の

『

讀

詩

質

疑

』
に

み

え

た

。
こ

の

よ

う

に

、
朱

熹

の
『

詩

集

傳

』
を

も

含

め

た

先

行

す

る

注

釋

へ

の

批

判

的

檢

討

が

、

明

末

淸

初

の

時

期

に

積

極

的

に

行

わ

れ

て

い

た

狀

況

を

論

じ

た

。 

  

第

四

章 

鄭

風

溱

洧

篇

解

釋

史

考―
―

漢

唐

詩

經

學

か

ら

朱

熹

の

淫

詩
說

ま

で

を

中

心

に―
―

 

 

第

四

章

で

は

、
鄭

風
・
溱

洧

篇

に

關

す

る

、
漢

代

か

ら

南

宋

の

朱

熹

に

至

る

ま

で

の

代

表

的

な

注

釋

を

取

り

上

げ

て

、

各

注

釋

の

特

徵

と

注

釋

閒

の

影

響

關

係

を

檢

討

し

て

い

る

。
基

本

的

な

方

針

は

第

三

章

を

踏

襲

す

る

。
た

だ

し

、
溱

洧

篇

は

漢

代

よ

り

鄭

國

の
「

淫

」
ら

な

風

俗

を

詠

っ

た

詩

篇

だ

と

捉

え

ら

れ

て

お

り

、
朱

熹

の

淫

詩

說

の

形

成

に

影

響

を

與

え

た

詩

篇

の

一

つ

だ

と

考

え

ら

れ

る

。
第

四

章

は

、
漢

唐

詩

經

學

に

よ

る

古

注

か

ら

南

宋

の

朱

熹

に

よ

る

新

注

が

形

成

さ

れ

る

に

至

る

ま

で

の

、

諸

解

釋

の

展

開

を

整

理

、

檢

討

し

た

も

の

で

あ

る

。 
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そ

も

そ

も

鄭

風

諸

篇

を
「

淫

」
と

み

な

す

一

因

と

な

っ

た
「

鄭

聲

淫

」
說

に

つ

い

て

、
先

行

硏

究

で

は

、
孔

子

が

い

う

「

鄭

聲

淫

」

の

本

來

の

意

味

と

は

何

か

、

班

固

や

許

愼

の

言

說

を

ど

う

評

價

す

る

べ

き

か

、
「

鄭

聲

淫

」

が

後

世

に

い

か

な

る

影

響

を

與

え

た

か

、
な

ど

が

主

に

檢

討

さ

れ

て

い

る

。
そ

れ

ら

を

ま

と

め

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

。
一

般

に

、

「

鄭

聲

」
と

は

鄭

國

の

音

樂

を

指

す

が

、
そ

の

意

味

す

る

範

疇

は
「

鄭

衞

の

音

」
「

新

聲

」
「

淫

聲

」
と

い

っ

た

春

秋

時

代

以

降

に

民

閒

で

生

ま

れ

た

新

興

音

樂

を

も

含

み

、
宮

廷

內

で

演

奏

さ

れ

て

い

た
「

雅

樂

」
と

對

立

す

る

音

樂

を

指

し

た

こ

と

ば

だ

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。
孔

子

に

と

っ

て
『

詩

』
は
「

雅

樂

」
の

範

疇

に

あ

る

は

ず

で

あ

り

、
よ

っ

て

、「

鄭

聲

淫

」

は

「

雅

樂

」

に

對

立

す

る

音

樂

を

「

淫

」

と

評

し

た

も

の

だ

と

解

す

る

の

が

大

方

の

見

解

で

あ

る

。 

朱

熹

が

淫

詩

說

を

提

示

す

る

根

據

と

な

っ

た

で

あ

ろ

う

詩

篇

の

一

つ

、
溱

洧

篇

の

歷

代

解

釋

の

變

遷

に

つ

い

て

、
檢

討

・

整

理

を

行

な

い

、
結

果

と

し

て

、
北

宋

期

に

は

各

解

釋

者

の
「

兵

革

」
や

男

女

の

在

り

方

へ

の

認

識

の

違

い

に

よ

っ

て

議

論

が

展

開

さ

れ

て

い

る

狀

況

や

、
續

く

南

宋

期

で

は

古

注

と

は

異

な

る

系

統

と

さ

れ

る

、
韓

詩

說

や
『

論

語

』

の

「

鄭

聲

淫

」

說

が

取

り

込

ま

れ

、

多

樣

な

解

釋

の

可

能

性

が

追

究

さ

れ

て

い

く

狀

況

を

論

じ

た

。 

具

體

的

に

は

、

取

り

上

げ

た

歷

代

解

釋

の

展

開

は

、

①

鄭

國

の

風

俗

の

特

徵

を

主

に

溱

洧

篇

に

よ

っ

て

捉

え

、
『

論

語

』

衞

靈

公

篇

の

「

鄭

聲

淫

」

と

關

連

付

け

る

說

（

班

固

、

許

愼

）
、

②

鄭

國

の

三

月

上

巳

の

禊

祓

の

俗

と

の

關

連

を

指

摘

す

る

解

釋

（

韓

詩

）
、
③

「

兵

革

」

の

不

斷

、
男

女

の

離

散

、
「

淫

風

」

の

流

行

と

い

っ

た

鄭

國

の

「

亂

」
に

對

す

る

諷

刺

詩

と

す

る

解

釋
（

小

序

）
、
④

詩

篇

に

詠

わ

れ

る

男

女

の
「

淫

」
ら

な

風

俗

に

對

す

る

諷

刺

詩

と

す

る

解

釋
（

鄭

箋

、『

正

義

』
）
、
⑤

詩

篇

內

容

を

詩

人

と

詩

篇

中

の

人

物

の

こ

と

ば

と

に

分

け

る

構

造

的

把

握

の

提

示
（

歐

陽

脩

）
、
⑥

「

淫

」

と

な

る

原

因

で

あ

る

「

兵

革

」

を

行

な

っ

た

爲

政

者

に

對

す

る

諷

刺

と

捉

え

る

解

釋

（

王

安

石

）
、

⑦

詩

篇

に

詠

わ

れ

る

內

容

を

「

禮

」

に

適

う

行

爲

と

捉

え

る

解

釋

（

范

處

義

）
、

⑧

韓

詩

說

に

い

う

禊

祓

の

俗

と

の

關

連

を

指

摘

す

る

解

釋

（

王

質

）
、

⑨

淫

奔

者

が

自

ら

詠

っ

た

淫

奔

詩

と

み

な

す

解

釋

（

朱

熹

）

と

な

る

。 

溱

洧

篇

の

歷

代

解

釋

は

、
小

序

の
「

亂

」
に

對

す

る

鄭

箋

や
『

正

義

』
の

視

點

の

違

い

を

發

端

と

し

て

、
以

降

、
各

解

釋

者

の
「

兵

革

」
や

男

女

の

在

り

方

へ

の

認

識

の

違

い

に

よ

っ

て

議

論

が

展

開

さ

れ

て

い

っ

た

。
そ

し

て

、
南

宋

で

は

古

注

と

は

異

な

る

韓

詩

說

や
『

論

語

』
の
「

鄭

聲

淫

」
が

取

り

込

ま

れ

、
多

樣

な

解

釋

の

可

能

性

が

追

究

さ

れ

て

い
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っ

た

こ

と

を

論

じ

た

。 

  
第

五

章 

補

足

：
『

毛

詩

注

疏

』

鄭

風 

緇

衣

篇

訳

注 

 

第

五

章

で

は

、
唐

朝

初

期

に

孔

穎

達
（

五

七

四―

六

四

八

）
等

が

太

宗

の

詔

敕

を

奉

じ

て

編

纂

し

た
『

五

經

正

義

』

の

一

つ

、
『

毛

詩

注

疏
（

正

義

）
』
に

基

づ

い

て

、
本

論

文

が

硏

究

對

象

と

し

た

、
鄭

風

の

初

め

に

配

さ

れ

て

い

る

緇

衣

篇

の

譯

注

を

試

み

た

も

の

で

あ

る

。
經

學

に

お

け

る

代

表

的

な

テ

キ

ス

ト

で

あ

る
『

毛

詩

注

疏

』
の

現

代

日

本

語

へ

の

譯

注

は

、

部

分

的

に

發

表

さ

れ

て

い

る

が

、

い

ま

だ

完

成

に

は

至

っ

て

い

な

い

。
『

詩

』

學

硏

究

の

基

礎

と

な

る

漢

唐

詩

經

學

の

成

果

を

十

分

に

取

り

入

れ

、
硏

究

の

精

度

を

高

め

て

い

く

た

め

に

取

り

組

ん

だ

成

果

を

、
本

硏

究

の

補

足

と

し

て

加

え

た

。 

 


